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COSPARと日本のロケット観測
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1．　COSPAR

　GOSPARとはCommittee　on　Space　Research　の1晦

で，ふっう「コスパー」と呼んでいる．日本語の定訳は

ないが，ここでは「（国際）宇宙空冊研究委員会」とし

ょう．（国際）を入れたのは，各国にそれぞれの醒内委

貝会があり，たとえばわが国では日本学術会議のなか

に「宇宙空樹研究特別委員会」があって，これがCOS－

PARに対応する国内組織になつているが，このような

国内組織とまぎらわしいからであるt

　COSPARはICSUという国際組織に属する．　ICSU

はInternational　Council　of　Scientific　Unionsの略で，

ふつう「イクス」と呼ぴ，訳名は「国際学術連合会議」

である．ICSUは各国のAcademyとかNational　Re－

search　Councilとかが1ヨ且盟している．わが国の加盟団体

は日本学術会議である，

ICSUの下には，いろいろのunionとCOSPARのよ

うな委員会などが属している．unionといえば，たとえ

ば「国際天文学連合」｛lnternatiennl　Astronomical　Union，

路して工AU｝とか，「国際理諭および応用力学連合」

（lnternation】Union　of　Theoretical　and　Applied　Me・

chanics，略してIUTAM）などである．　COSPARはこ

れとは劉で，このようなunionがいくつか連合し，　し

かもその他に各国のAcademyなども加わったもので

工CSUに直属する．
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で，COSPARのほかに，海洋のSCOR，南極のSCAR，

職観測のCIGなどが同格であり，これら｛まS、ie・tifi・

COmmitteeとロ手け覇tることもある．

COSPARを構成しているメンバーのうちのunlonは

つぎの10である．順不同で記すと，
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である．このほかに各国がやはり〆ンバーとして加入し

ているのである．

　COSPARには委員長　CPresident）と二人の副委員長

（Vjce　President）がある．　］izり婁及うことカ：らが国際自㌻に

デリケートなせいか，委員長｛マ之岡の代表でなくてunion

の代表があたることにきめている．委員長は第1代は

IAU（天文）のVan　de　Hulst（オランダ），第2代つま

り現在はIUTAM（力学）のRoy（フランス）である．

なお執行委員会のメンバーは，委員長1名，副委員長2

名のほか4名で，これぱそれぞれ米・ソから出ている副

委員長が候補者を示し，モの候補者について投票するこ

とになっている．なかなかむずかしい繕成である．現在

は，チェ＝スロバキアのBucher，ポーランドのZonn，

イギリスのMas5eyおよびオランダのVan　de　Hulstで

ある．ただしVan　de　Hulstぱオランダ代i表ではなく，

IAU（天文）代表で，委員長の辞任を急に申し出たた

め．Royと交替したものである．

　COSPARは，ほぼ毎年1回，総会とシンポジウムを

ひらく．1962年はワシントンであった．1963年はワル

ソウで1掲かれる．

　CIGは地球観測に関する委員会で，1957～1958年に

あったIGY（国際地球観測年）をやった委員会の後暴

者である，このCIGの下に，　IQSY（lnternational　Quiet

Sun　Year）t　UMP（Upper　Mantle　Project），　WMS

〈World　Magnetjc　Sur、rey）などの小i委員会である．工QSY

は1964・・v1965年に行なわれる「太陽活瑚極小期国際地

隷観測」であって，ロケット襯測が大いに注目をあびる

ものである．
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2．　日本のロケット観測の国際性

　日木のttケット襯測は，19　57【－19　5S年の国際ユ也球観

測年を契機としてはじめられたものである．このとき，

日本の国際地球観測年の計画≦体は，E［本学術会議のな

かに「国際地球観測年委員会」（委員長：長谷川万吉氏）

がおかれ，ロケット観測と人工衛星の地上からの観測は

このなかの・・一・一つの分科とし．て畠発した，そして，その主

査は，前田憲一氏〔ロケット）と宮地政司氏（人工衛星）

であった．一方，特にロケットそれ自身の開発のこと

と，国内体制の問題もあって、これとは別に，やはり日

本学術会談のなかに，観測ロケット特別委員会（委貝

長：兼霊覧九郎氏）がおかれた．

　題際地球親測年（工GY）の終了とともに，国際的には

前記COSPARが発足した．モこでわが国でもこれに対

応して，宇宙空間研究特別委員会（委員長：兼重寛九郎

氏）が発足し，槻測ロケット特別委員会は発展的にfil弔消

された，

　国際的なCOSPARの絶織は，工CSUに加盟している

10のunions（前記）と，宇宙空間研究をやっている17

の加盟国から成りたつている．わが国でのこれに対応す

る遺織，つまり日本学術会議のなかの「宇宙空間研究特

別委員会」もこれにならい，上記10のunionsに対応

するわが国の組織，つまり学術会議内の10の研究連絡

委員会からの代表と，わが国の関係機関からの代表，学

識経験者，わが国特有の研究委員会〔たとえば電離屈研

連委，核特委など）の代表から成り立っている．これが

一方でC±　COSPARに対応する窓［1になり，他方では国

内連緒を行なっている．

　わが国のロケフト観測とCOSPARとの関係は，一口

にいえば，おが国のロケット観測の観測種目や打上げ

時などを，なるべく世界中の協同事業にするために，

COSPARを通じての国際的話合いをすることにしてい

る．いままでの観測ロケットの打上げは，だいたい，

COSPARが設定した「世界ロケット週間」のうちに，

あるいはその近くに実施している．また観測種目につい

ても，なるべく同じような方法でやりたいと申合わせ

で，たとえば高暫大気の域を知るために．「ナトリウム

法」というのをわが国で行なうことになったのも，

COSPARを通じての申台わせである．

　わが国のロケ’1ト観謝は，わが因独自の測定器や測定

方法をねらいとすべきであって，モういう創意をつちか

わねば】ならないことは論をまたない．　しかし，［ヨ際的に

同じような測定器や測定方法でやるという二とも，この
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惑星・地球をよく知るために・根本rlJに大切なことであ．

る，

　わが園でのロケット観測をふくめた宇宙零｝学の成果tt

COSPARのシンポジウムあるいは他の国際学会の機会

に，大いに海外にひろめられている．

　アメリカが他の国のつくった人工衛星のタマをアメリ

カのブースタをつかって軌道に乗せようと提案したの

も，COSPARを通じてである．

　COSPARそれ自身は，　ロケットなどいわゆる乗物の

醐発などにはタッチしないことになっている・これはひ

とえに米・ソの対立などに起因している，だからCOS．

PAR主催のシンポジウムなども，　ロケットそれ自身の

ことはほとんどふれない．しかし国内組織としては，ま

ったく手放しでは困る・わが国のspace　researchの計

画をたて，見週しをつけることは，やぱり「宇雷空悶研

究特別委員会」の任務の一つではないかと思う．それ

儲，他の国とちがい，ロケットを開発するのは，丁事目

的などではたく，科学研究のためだからである．

　なおこの特別委員会には，「宇密科学研究所（仮称）」

を検討する小委員会が設けられ，盛んに活動している，

3．　その他の国際組織

　spaceに関する国際組織の一つは，国述のなかの「宇

宙空間平和利用委員会」（UN　Committee　en　the　Peacefui

Uses　of　Outer　Space）である，よく新聞紙上で「大気圏

外・・…・」と記せられるが，そろそろ月や金星などに手が

とどく世の中だ．「大気圏外……」　とぱせまいせまい、

　いうまでもなく国連は，政府的級織である．だから国

連閾係のことは，学術会議ではなく，外務省が窓口であ

る．

　現在この「宇宙空間平和利用委員会」は，国連でいう

「総会委員会」の一つであり，毎年国遵総会に報省を提

出する義務がある．そLて実際の仕事をするために，こ

の下に二つの小委員会をもっている．「科学技術小委員

会」と「法律小委員会」とである．

　私ぱ1962年にこの委員会（＝Lユーヨーク，3月～4

月）と「科学技術委員会」（ジュネーブ，5月・一　6　fi）と

に出席した．出膳代i表の大多数がCOSPARで顔なじλ

の人たちであった，

　わが国では，内關に「宇密開発審議会」がある，哉L

lま総理大臣の諮問に答えるほか，みずから建議する二と

もできる．この審議会はいわゆる宇宙科学だけでなく・

ひろく宇宙開発（つまり応用をふくめて）全般を考える

ものである，　　　　　　　　（1963年4月3日受鋤


